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鈴
木
弘
覚
翁
碑
︵
市
指
定
有
形
文

化
財
昭
和
55
年
３
月
5
日
指
定
︶

お
よ
び
伊
勢
太
廟
参
拝
之
碑
︵
市
指

定
有
形
文
化
財
同
57
年
12
月
７
日

指
定
︶い
ず
れ
も
、埼
玉
大
橋
の
近
く
、

八
坂
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。

　
鈴
木
弘
覚
は
三
重
県
菰
野
出
身
、

頼
山
陽
や
広
瀬
淡
窓
に
学
び
、
勤
皇

の
志
士
と
交
わ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、

縁
あ
っ
て
こ
の
地
、
旧
北
川
辺
町
に

来
て
、
道
場
を
開
き
青
少
年
に
手
習

い
を
教
授
し
、
教
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
特
に
、
養
蚕
を
奨
励
し
た
り
、
優

良
な
種
子
を
配
布
し
て
農
事
改
良

に
一
生
を
尽
く
し
た
人
物
で
す
。

　
翁
の
没
後
、
村
民
は
そ
の
遺
徳
を

敬
慕
し
記
念
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　
書
は
明
治
の
書
家
、渡
辺
沙
j
で
す
。

沙
j
の
書
跡
、﹁
伊
勢
太
廟
参
拝
之
碑
﹂

も
同
境
内
に
あ
り
ま
す
が
、
沙
j
の

書
跡
が
碑
文
に
刻
ま
れ
て
い
る
例

は
大
変
珍
し
い
よ
う
で
、な
ぜ
尾
張︵
愛

知
県
︶
の
書
家
、
沙
j
の
書
跡
が
北

川
辺
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
弘
覚
翁
碑
の
裏
面
を
見
る
と
、
そ

の
謎
が
解
け
ま
す
。

﹁
万
代
の
の
ち
の
世
ま
で
も
ま
も
り

ま
せ
と
し
ま
の
さ
と
の
年
の
み
の
り
を
﹂

　
こ
れ
は
弘
覚
翁
の
娘
に
あ
た
る

小
舟
と
い
う
人
の
歌
で
、
彼
女
は
明

治
天
皇
の
皇
后
︵
昭
憲
皇
太
后
︶
の

和
歌
所
に
奉
仕
す
る
ほ
ど
の
和
歌

の
達
人
で
し
た
が
、
彼
女
の
﹁
書
﹂
の

先
生
が
沙
j
で
あ
っ
た
と
い
う
縁

に
よ
る
も
の
で
す
。

紹
介
者
　
渡
辺
　
章
さ
ん︵
向
古
河
︶

所在地　麦倉2551
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